
運用別紙２

1
2
3
4
5
［記入方法］該当する項目の□を☑にする。その他理由がある場合は、評価項目下部のボックスに入力する。（対象外のチェックをはずし、評価に☑を入れること） （主任検査員）

3. 出来形及び 解体工事 □
対象外 評価 ※が付く項目は評定必須

出来映え （土木） □ □ 撤去対象物の範囲、及び建設廃棄物の処分が適切である。
□ □ 整地の範囲及び埋め戻しが、設計図書を満足し、適切な施工である。

Ⅰ．出来形 □ □ 不可視部分の解体物の撤去状況が写真で確認できる。
□ □ 分別解体等の方法が、設計図書を満足し、適切な施工である。

（土木工事用） □ □ 写真管理基準が定められていない工種について、監督員と協議の上管理している。
☑ □

● 判定基準
該当項目が４項目以上・・・・・・ａ
該当項目が２項目以上・・・・・・ｂ
ａ、ｂに該当しない・・・・・・・ｃ

解体工事 □
Ⅱ．品質 対象外 評価 ※が付く項目は評定必須

（土木） □ □
（土木工事用）

□ □ 付着物の除去を積極的に行っている。
□ □ 現地状況や撤去対象物の劣化状況を把握し、適切な対策を実施している。
□ □

☑ □

● 判定基準
評価値が８０％以上・・・・・・・・ａ
評価値が６０％以上８０％未満・・・ｂ
評価値が６０％未満・・・・・・・・ｃ

有害物質（ＰＣＢ、アスベスト、ダイオキシン、フロンなど）の飛散・流失等を防止し、適正な
処理がなされている。

契　約　番　号

工事名（案件名）

工期（履行期限）

業　者　番　号

施　工　業　者

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表（解体（土木工事））

考 査 項 目 工種
ｅ

ｄ ｅ
考 査 項 目 工種

ａ ｂ

ａ ｂ ｃ

適切である ほぼ適切である

ｄ

品質に係る評価対象項目の施
工が不適切であったため、監
督職員が文書で改善指示を
行った。

分別解体、建設廃棄物の処理・再資源化などに関して、工事着手前の調査・検討が十分に実施さ
れている。

契約事項第17条に基づき、監
督職員が改造請求を行った。

適切である ほぼ適切である 他の評価に該当しない

出来形関係の評価項目に係る
施工が不適切であったため、
監督職員が文書で改善指示を
行った。

契約事項第17条に基づき、監
督職員が改造請求を行った。

他の評価に該当しない

ｃ
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5
［記入方法］該当する項目の□を☑にする。その他理由がある場合は、評価項目下部のボックスに入力する。（対象外のチェックをはずし、評価に☑を入れること） （検査員）

3. 出来形及び 解体工事 □
対象外 評価 ※が付く項目は評定必須

出来映え （土木） □ □ 撤去対象物の範囲、及び建設廃棄物の処分が適切であることが確認できる。
□ □ 整地の範囲及び埋め戻しが、設計図書を満足し、適切な施工であることが確認できる。

Ⅰ．出来形 □ □ 不可視部分の解体物の撤去状況が写真で確認できる。
□ □ 分別解体等の方法が、設計図書を満足し、適切な施工であることが確認できる。

（土木工事用） □ □

☑ □

● 判定基準
該当項目が４項目以上・・・・・・ａ
該当項目が２項目以上・・・・・・ｂ
ａ、ｂに該当しない・・・・・・・ｃ

解体工事 □
Ⅱ．品質 対象外 評価 ※が付く項目は評定必須

（土木） □ □

□ □ 付着物の除去を積極的に行っていることが確認できる。
□ □ 現地状況や撤去対象物の劣化状況を把握し、適切な対策を実施していることが確認できる。
□ □

☑ □

● 判定基準
評価値が８０％以上・・・・・・・・ａ
評価値が６０％以上８０％未満・・・ｂ
評価値が６０％未満・・・・・・・・ｃ

解体工事
Ⅲ 出来ばえ 対象外 評価 ※が付く項目は評定必須

（土木） □ □ 埋め戻しの状態が良い。
□ □ 関連工事（工種）又は既存部分との調整がなされ、調和が良い仕上がりである。
□ □ 整地後の敷地が、管理者や近隣住民等への安全に対する配慮がなされている
□ □ 施工後の清掃が入念に実施されている。
□ □ 全体的な仕上がりが良い。
☑ □

● 判定基準
該当項目が４項目以上・・・・・・ａ
該当項目が３項目・・・・・・・・ｂ
該当項目が２項目・・・・・・・・ｃ
該当項目が１項目以下・・・・・・ｄ

写真管理基準が定められていない工種について、監督員と協議の上管理していることが確認でき
る。

優れている やや優れている 他の評価に該当しない

ｄ

劣っている
考 査 項 目 工種

ａ ｂ ｃ

ｅ

優れている やや優れている 他の評価に該当しない

品質に係る評価対象項目の施
工が不適切であったため、監
督職員が文書で改善指示を行
い、改善された。

契約事項第17条に基づき、改
造請求が行われた。

やや劣っている 劣っている

分別解体、建設廃棄物の処理・再資源化などに関して、工事着手前の調査・検討が十分に実施さ
れ、その内容が確認できる。

出来形関係の評価項目に係る
施工が不適切であったため、
監督職員が文書で改善指示を
行い改善された。

契約事項第17条に基づき、改
造請求が行われた。

やや劣っている 劣っている

考 査 項 目 工種
ａ ｂ ｃ ｄ

ｂ ｃ ｄ ｅ

優れている やや優れている 他の評価に該当しない

有害物質（ＰＣＢ、アスベスト、ダイオキシン、フロンなど）の飛散・流失等を防止し、適正な
処理がなされていることが確認できる。

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表（解体（土木工事））
契　約　番　号

工事名（案件名）

工期（履行期限）

業　者　番　号

施　工　業　者

考 査 項 目 工種
ａ
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